
2010年3月15日 日中友好新聞 第２１８７号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

2010年３月号
日本中国友好協
会大阪府連合会
〒530-0013
大阪市北区
茶屋町10-6

阪急北ビル４階
TEL06-6372-8131
050-3413-6491

FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:jcfa@j

t8.so-net.ne.jp
ホームページ
http://www005.u
pp.so-net.ne.jp
/jcfaosaka/

三
月
七
日
あ
べ
の
楓
林
閣
で｢
日
中

友
好
春
の
つ
ど
い｣

が
開
か
れ
ま
し
た
。

藤
後
副
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

開
会
あ
い
さ
つ
、
門
真
支
部
・
中
村

さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
ま
し

た
。
中
村
さ
ん
は
若
い
中
国
の
女
性

と
結
婚
し
た
ば
か
り
で
、
新
婚
生
活

の
苦
労
を
話
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う

に
お
二
人
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

門
真
支
部
か
ら
中
国
出
身
の
陳
さ

ん
な
ど
五
人
が
、
東
大
阪

支
部
か
ら
和
服
の
お
二
人

と
廣
原
さ
ん
が
、
堺
支
部

や
西
支
部
、
守
口
支
部
、

吹
田
支
部
、
中
国
語
教
室

の
各
ク
ラ
ス
や
太
極
拳
の

各
教
室
か
ら
も
多
彩
な
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

中
国
語
で
の
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
が
続
き
、
日

頃
の
研
鑚
振
り
が
垣
間
見

ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
三
回
目
の
ビ
ン
ゴ

で
リ
ー
チ
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
が
、
一
番
は
西
支

部
の
山
田
さ
ん
が
会
費
よ

り
高
価
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
、
二
番
は

守
口
の
高
木
さ
ん
、
三
番
は
門
真
の

中
村
さ
ん
な
ど
、
全
員
に
も
れ
な
く

景
品
が
あ
た
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

太
極
拳
な
ん
ば
教
室
の
金
治
さ
ん

が
中
国
の
歌
を
、
渡
辺
会
長
が
モ
ン

ゴ
ル
・
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
出
陣
の
歌

を
披
露
さ
れ
、
太
極
拳
は
和
服
の
栗

山
さ
ん
を
交
え
て
、
二
四
式
太
極
拳

の
表
演
が
続
き
ま
し
た
。

片
山
理
事
長
か
ら
「
今

年
は
日
本
中
国
友
好
協
会

創
立
六
〇
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
す
。
六
月
の
全

国
大
会
ま
で
に
、
７
０
０

名
以
上
の
大
阪
府
連
組
織

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
閉

会
あ
い
さ
つ
を
か
ね
て
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

楓
林
閣
の
中
華
料
理
と

紹
興
酒
な
ど
を
満
喫
し
、

四
〇
名
の
参
加
者
は
「
日

中
友
好
春
の
集
い
」
を
楽

し
く
す
ご
し
、

再
見
！
と

お
別
れ
し
ま
し
た
。

府連通信

日
中
友
好
春
の
集
い

中
国
語
で
の
あ
い
さ
つ
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
る

二
月
十
六
日
、
梅
田
の
居
酒
屋
で
、

昨
年
十
月
の
総
会
以
後
に
入
会
さ
れ

た
方
々
の
歓
迎
会
を
開
き
ま
し
た
。

仕
事
や
急
用
で
不
参
加
の
方
も
あ
り

ま
し
た
が
、
三
名
の
新
入
会
員
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
太

極
拳
を
通
じ
て
の
入
会
で
自
己
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
の
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
と
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
、
参
加
者
か
ら
も
自
己

紹
介
と
歓
迎
の
こ
と
ば
が

あ
り
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
ゆ
っ
く
り
交
流
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
日
中
友
好
協
会

も
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

大
阪
西
支
部
も
文
化
大
革
命
と
い

う
大
き
な
荒
波
を
乗
り
越
え
て
、
昨

年
の
総
会
以
後
、
多
く
の
人
に
入
会

を
訴
え
、
十
名
の
入
会
が
有
り
ま
し

た
。六

月
の
東
京
で
の
創
立
六
〇
周
年

記
念
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、
三
月
の
水
餃

子
の
会
、
四
月
の
花
見
、

五
月
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
多
彩
な
行
事
や
、
太

極
拳
教
室
の
参
加
者
に

声
を
か
け
て
、
さ
ら
に

入
会
を
訴
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

前
号
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た

よ
う
に
、
中
国
語
講
座
の
生

徒
さ
ん
た
ち
が
中
国
語
を
学
ぶ
た
め

に
自
主
的
に
毎
月
一
回
、
映
画
会
を

始
め
て
か
ら
一
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

四
月
の
映
画
会
は
「
胡
同
の
理
髪

師
」
を
上
映
し
ま
す
。
こ
の
映
画
の

総
会
以
後
十
名
が
入
会
・
西
支
部
で
歓
迎
会

主
人
公
の
靖
（
チ
ン
）
爺
さ
ん
は
九

十
三
歳
で
な
お
元
気
に
現
役
で
理
髪

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

映
画
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
の
は

北
京
・
天
安
門
の
北
西
に
あ
る
鐘
楼
・

鼓
楼
周
辺
の
胡
同
で
す
。
都
市
開
発

の
波
が
押
し
寄

せ
る
な
か
で
、

古
い
建
物
が
ど

ん
ど
ん
壊
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

他
方
で
ま
だ
庶
民
的
な
古
い
建
物
で

生
活
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
五
時

四
五
分
か
ら
（
無
料
）
府
連
教
室
で

鑑
賞
会
を
開
き
ま
す
。

四
月
の
映
画
会
は

胡
同
の
理
髪
師

中国語 無料入門レッスン
さあ！一緒に始めよう！

これから中国語を学んでみたい人のための

入門レッスンです。いちど、挑戦してみませんか？

と き：３月３０日（火）朝の部10：00～11：30

夜の部18：30～20：00

４月 ３日（土）朝の部10：00～11：30

参加費無料・定員15名、参加対象は初心者の方

第92期中国語講座４月から開講
中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

（4/5から週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４４，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は８８，０００円を６６，０００円に割引

＊授業の見学は無料で二科目までならＯＫです。

＊プライベートレッスンも随時受付中です。
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日
本
と
中
国
の
１
９
３
０
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
一
連
の
中
国
侵
略
の
歴

史
認
識
の
溝
を
埋
め
る
作
業
が
、
日

中
友
好
条
約
三
〇
周
年
（
０
８
年
）

に
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、

双
方
の
意
見
に
隔
た
り
が
あ
り
合
意

が
見
ら
れ
ず
、
二
年
遅
れ
で
第
一
次

報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

満
州
事
変
・
柳
条
湖
事
件
（1931

）

に
始
ま
り
、
盧
溝
橋
事
件
（1

9
3
7

）

か
ら
本
格
的
に
侵
略
の
拡
大
を
進
め

そ
の
延
長
線
上
に
南
京
虐
殺
事
件
が

発
生
す
る
に
至
っ
た
一
連
の
日
中
双

方
の
歴
史
認
識
が
論
議
さ
れ
た
の
で

す
が
、
侵
略
す
る
側
と
さ
れ
る
側
で

は
当
然
、
歴
史
の
見
方
に
大
き
な
隔

た
り
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
な
侵
略
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
盧
溝
橋
事
件
の
原
因
が
、
ど
ち
ら

が
先
に
発
砲
を
し
た
と
か
、
南
京
虐

殺
〔
殺
人
、
強
姦
放
火
、
略
奪
〕
の

実
数
な
ど
の
認
識
が
大
き
く
食
い
違

う
な
ど
、
作
業
は
難
航
し
た
よ
う
で

す
が
、
両
論
併
記
で
一
応
歴
史
検
証

を
一
歩
前
に
進
め
る
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
中
国
が
戦
場
に

な
っ
て
、
中
国
国
民
が
深
い
傷
を
今

も
引
き
ず
っ
て
い
る
事
実
は
消
せ
ま

せ
ん
。
戦
後
六
五
年
経
っ
た
今
な
お
、

そ
の
被
害
者
が
現
存
し
て
い
る
と
言

う
事
実
で
す
。

そ
の
原
因
は
日
本
側
に
あ
る
こ
と

も
確
か
な
事
実
で
す
。
原
因
を
作
っ

た
日
本
が
謀
略
と
領
土
拡
張
の
侵
略

戦
争
と
認
め
な
い
の
は
歴
史
を
ゆ
が

め
る
行
為
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら
の
歴
史
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
で
隣
善
友
好
と
再
び
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
真
の
友

好
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

２
０
０
８
年
の
改
革
開
放
三
〇
年

が
過
ぎ
た
二
年
後
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界

第
二
位
と
成
る
中
国
の
パ
ワ
ー
は
衰

え
を
見
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
パ
ワ
ー
を

｢

盛
世
中
国｣

と
表
現
し
ま
す
が
、
こ

の
言
葉
の
意
味
は
国
に
勢
い
が
有
る

事
で
あ
り
、
今
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で

グ
ー
グ
ル
問
題
や
ダ
ラ
イ
ダ
マ
の
ア

メ
リ
カ
訪
問
、
台
湾
へ
の
武
器
輸
出

そ
れ
に
貿
易
不
均
衡
で
の
元
切
り
上

げ
問
題
な
ど
神
経
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
方
。
日
本
の
外
交
は
！
？
？
？

（
大
阪
府
連
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

歴
史
か
ら
何
が
見
え
る
か

共
有
す
る
こ
と
で
共
存
共
栄
の
礎
を
築
く

春
節
に
な
り
、
日
本
各
地
で
は
春

節
休
み
を
利
用
し
て
日
本
を
訪
れ
る

中
国
富
裕
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
商
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
富
裕
消
費
者
の
平
均
年
齢
は

世
界
平
均
水
準
よ
り
と
て
も
低
く
、

ア
メ
リ
カ
の
富
裕
家
庭
よ
り
ほ
ぼ
二

〇
歳
、
そ
し
て
日
本
と
比
べ
て
も
大

変
若
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
ア
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

の
最
新
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
０
８

年
の
中
国
の
富
裕
家
庭
は
百
六
十
万

世
帯
。
中
国
の
す
べ
て
の
都
市
の
家

庭
の
中
で
富
裕
基
準
に
達
し
て
い
る

の
は
僅
か
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、

富
裕
階
級
の
急
速
な
拡
大
が
、
贅
沢

品
へ
の
需
要
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い

ま
す
。

市
民
の
収
入
が
上
が
る
に
つ
れ
、

最
初
は
身
分
や
地
位
の
象
徴

と
考
え
ら
れ
て
き
た
贅
沢
品

は
、
い
ま
や
多
く
の
若
者
に

と
っ
て
自
分
の
生
活
の
理
念

を
具
体
的
に
表
す
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
国
富
裕
消
費
者
の
平
均

年
齢
は
世
界
の
平
均
水
準
よ

り
と
て
も
低
く
、
四
五
歳
以

下
の
富
裕
層
の
割
合
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
僅
か
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本

の
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
、
中

国
で
は
な
ん
と
全
体
の
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

低
所
得
、
買
い
控
え
・
・
・
日
本

の
若
者
に
と
っ
て
は
景
気
の
良
い
、

な
ん
と
も
羨
ま
し
い
よ
う
な
話
で
す
。

今
年
の
春
節
で
上
海
市
民
は
一
世

帯
当
た
り
平
均
２
７
１

２
元(

約
四
万
円)

を
支

出
、
年
収
の
一
割
に
も

相
当
し
ま
す
。
量
販
店

で
は
年
間
売
上
の
約
二

割
を
、
デ
パ
ー
ト
や
小

売
企
業
は
春
節
期
間
に

二
七
．
五
億
元
を
こ
の

時
期
に
売
り
上
げ
ま
す
。

春
節
商
戦
！
若
い
中
国
富
裕
層
の
購
買
力
！

上
海
市
民
は
一
世
帯
・
四
万
円
を
支
出

三
月
十
四
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
尼
崎
・
労
働
福
祉
会
館
で
大
阪
西

支
部
主
催
の
水
餃
子
を
作
る
会
を
行

い
ま
す
。

会
費
は
実
費
の
み
で
５
０
０
～
千

円
く
ら
い
の
予
定
で
す
。
皮
か
ら
作
っ

て
出
来
上
が
れ
ば
み
ん
な
で
味
わ
い

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
持
ち
込
み
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。

四
月
四
日
（
日
）
に
は
、
う
つ
ぼ

公
園
で
手
料
理
を
各
自
一
品
持
ち
寄
っ

て
花
見
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
府
連
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

西
支
部
三
月
の
行
事

水
餃
子
を
作
り
ま
す

４月１９日開講（１２回・毎週月曜日）

練習時間：18：30～20：30

会 場：なんば府立体育館など

入会金：３０００円、受講料：１５０００円

連絡先：大阪府連06-6372-8131

太極拳大阪府連・なんば教
きりえ・行事予定

第42回全国きりえコンクール
応募締切り：４月１４日(水)

※｢大阪｣ではまとめて送ります。

府連への搬入は４月１２日(月)まで

第33回全大阪きりえ美術展
５月７日(金)～１２日(水)

エル・おおさかギャラリー
2009年優秀作「興禮門の

衛兵達(韓国)」田中 陽子


